
ハーンをめぐる女性たち
■ギリシア・アイルランドの女性たち

母 ローザ・カシマチ ギリシア人 ２歳のハーンを連れ、アイルランドに。

夫が西インドに単身赴任。ハーンが４歳の時に、ギリシアへ帰る。

大叔母 サラ・ブレナン ハーンの祖母の妹。ローザとハーンを引き取る。

ハーンを跡継ぎと考えていた。17歳の時に破産し、ハーンは窮乏する。

乳母 キャサリン・コステロ アイルランド人 コナハト出身

幼いハーンに、妖精物語を語った。

■アメリカ時代の女性たち

最初の妻 アリシア・フォリー （通称マティ）

ハーンの下宿屋の料理係で、物語りが上手。混血女性で子どもがあった。

1875年 6月 14日に結婚。異人種の結婚を禁じるオハイオ州法に抵触
7月末にシンシナティ・エンクワイアラー社を解雇される。
シンシナティ･コマーシャル社に原稿を寄稿し生活費を稼ぐ。

マティとの結婚もすぐに破綻する。

「救ってやるつもりが、かえって以前よりも堕落させただけだった。

結婚さえしなければ、たとえ地獄に落ちるにせよ、彼女の苦しみは

ずっと少なかっただろう」 （恩人ヘンリー・ワトソン宛のハーンの手紙）

記者仲間 エリザベス・ビスランド(1861～ 1929）
18歳の時、ニューオリンズの新聞に載ったハーンの小説『死者の愛』を読み、
ミシシッピーから会いに行き、ハーンと知り合う。ニューオリンズの新聞社社

員となり、ハーンも後に同僚だった。

ハーン没後に書いた、1906 年『ラフカディオ・ハーンの生涯と書簡』は高く評
価された。
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■日本の女性たち

妻 小泉セツ（1968～ 1932）
1890 年 12 月に結婚､翌年２･３月との説もある。没落士族
の娘。ハーンの身の周りの世話に当たった。

日本の物語を語り聞かせ、ハーンの再話文学を側面から

支えた。

「浦島屋」女将 山下よし 熊本県宇城市三角町の

「夏の日の夢」で、乙姫のような魅力を描いた。

ウィリアム･Ｂ･メイソン(1853~1923 逓信省）妻シカコ夫人
日本人女性を正式な妻としたメイソンをハーンは尊敬し、

家族ぐるみのつきあいをした。

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
馬場はる (1886～ 1971）
富山市の海運業者馬場道久と結婚し 1男 3女を生む。夫と死別後、家業を

支える。大正 12 年旧制富山高の建設資金を寄付。小泉八雲の蔵書をヘルン文
庫として同校に寄贈。

旧制富山高校新設に向けての寄付申し出についての新聞記事


